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＼井戸の話

⑮

榊ユふ二吟榊蕪

村下敏夫

欽み水やかんかい用水を得る目的で井戸を掘ったとこ

から

ろ空井戸に終ったという例は案外多い.空井戸は

井戸の底にまったく水カミ溜ら注い井戸のことであるカミ

季節によって水カミなくなってしまう井戸若干の水はあ

るカミポンプで汲み上げるだけの水量カミおいついてこ

ない井戸なども空井戸の類に含めてよかろう.

筆者らは終戦後伊豆の火山山麓で開拓地の水井戸

を計画し掘さくしたことかある.水井戸の位置は電

気探査によって選定した｡電気探査は渇水期と豊水

期の2回にわ走って行ない不透水性の凝灰岩が深度

60血前後にあると推定した.水井戸の掘さくにはロｰ

タリｰ式の機械を用いた.最材の5血10mはガラガ

ラの火山砂礫であったポその在かにも多少の地下水は

存在していた.しかしその地下水は孔の深さが増す

につれて枯れてしまった.火山砂礫のために孔の壁が

崩れやすいのでセメントで補強し祖カミら28mまで掘り

進んだところ多孔質の熔岩にぶっっかった.この熔

岩は掘りやすくてたちまち2加を掘ったが泥水が逃

げて一向に掘り層があかってこない.掘さく中に掘り

屑があからないとそれがロッドを抑えて掘進できなく

なるし最悪の場合には井戸を放棄し在けれぱなら狂

い.そこで上部の場合と同様にセメントで水止め

することに決めた.セメントの｢だんご｣を作って

孔の中に放りこんで翌朝調べてみると地下水が2mの

水深で溜っていた.その目も同じように比重の大きい

｢だんご｣を孔の口まで入れておいたが翌朝にはきれ

いになくなって水とおきかわっていた.何回繰り返

しても同じことになるので諦めて掘進することにした.

しかし掘さく中に水か地上に戻ってこないので水の

補給ポたいへんな仕事になった.トラックにドラムカ

ンを積みこんで渓流の水を汲み水を溜めては掘ると

いう能率の悪い作業カミ毎日つつレ･た.作業用の氷は片

道4㎞の山道を登り下りして運搬しなければならなかっ

た.このときはじめて水井戸を掘るのにはたくさ

んの作業用水力泌要であるということを痛感した.

28～30mの多孔質熔岩は帯水層たのである.熔岩

の割れ目や空洞は地下水を山頂から山麓へ運ぶ通路の

ようたものであるからこの例のような動水勾配が大き

いところでは地下水の流速が大きいのであろう.そ

して柔かいセメントは固まるよりも早く地下水で押

し流されてしまったのであろう.その当時地下水位

が28㎜もある水井戸に設置できるようなポンプは容易に

購入できなかった.

水中モｰタｰポンプが改良普及された今日では100

mの揚程など苦に荏らないようだ.富士山の東南麓

愛鷹山の近くに須山という村がある.ここで水道やゴ

ノレフ場の水井戸を掘って地下水位カミ90mもの深さにあ

ることがわかった.終戦後の調査で推定していた深度

に熔岩が存在することが最近になって実証されたこと

にたるがその当時だとえ掘ったとしても高揚程のポ

ンプが注くて水井戸としては役立だ荏かったであろう.

空井戸は火山地帯にできやすい.ここの地下水は

多くの場合火山砂礫割れ目や空洞が発達している熔

岩の中に入っている.したカミって永井戸は不透水性

の凝灰岩や凝灰角礫岩などの表面カミ水を集めかつ溜めや

すくしている窪みや谷の部分紀掘られる｡しかしその

ような不透水性層の厚さが薄くてその下紀ある火山砂

礫や透水性のよい熔岩に水淋含凄れてい扱い場合には

うっかりして透水性層を掘り破ってし凄うと地下氷が下

の方へ逃げて本当に空井戸にたってしまうことがある.

火山地帯の地下水調査の報告書にときどきr何m以上掘

ると空井戸になるから注意した方がよい…･｣と親切に

書いてあることがある.

栃木県の那須野ガ原は用水路を除いては河川に表流

水がない扇状地である.かっては国道が水の流れてい

狂い川に橋もかけずに横断していたところカミあった.

昭和20年代まではこの原には水井戸カ激少なく集落に

は湧泉か原始的た水路カミあって人々はこの水に依存し'

て生活していた.水路沿いでは飲み水は夜明の中に汲

みとり洗い物は目中に行なわれた.ここでは水路

の掃除はゴミを取るだけで水の底をさらうことは不文

律としてかたく禁じられてきた.なぜかといえば水

の底をさらうと水が地中に漏れてしまうからである.

渓流は微泥を水底の砂礫の透き間にうめてその上を

走るように流れているのである.これと同じような状

態が地下にも存在するのであろう.そしてたまたま

こういう所に深い井戸を掘ると空井戸カミできるのであ

ろう.�
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上の地下水と下の地下水とカミ別々になっていてこの

ちゆうみf

間に空気の層があるような場合に上の地下水を宙水と

呼んでいる.地下水の教科書や理科図鑑などに図示さ

れている宙水は自由水面をもつ地下水層より上部に不

透水性の層を受け盤として孤立して存在する地下水(上

図参照)である.宙水は下の地下水とは別個の地下

水面をもっていて豊水期には二つの水面がひとしくな

ることもあり渇水期には水枯れをしてしまうこともあ

る.

宙水は火山地帯だけではなく台地丘陵段丘な

どにも存在する.また炭固地帯にもこのような地下

水カミ存在する.たとえば爽炭層である第三紀層の上に

砂礫や粘土からなる第四紀層がある場合地下採掘によ

って第三紀層中の地下水面が坑道付近まで低下して第

四紀層中の地下水とは完全に絶縁されていることがある.

このようなところに深い水井戸を掘ったら第三紀層に

達したときに掘さく泥水カミ逃げて空井戸になってしまい

孔からはガス沸噴出してきたという例がある.ただ上

下二つの帯水層がもっている水圧がたいへん違っていて

下の方の水圧が低い場合水井戸を掘ると前例のよう

なことにたり上の帯水層から下の帯水層へ水が流れ落

ちることがある.二つの帯水層の間に空気の層が荏け

れば上の地下水は宙水とはいわないが被圧地下水に

もそれによく似たことカミあってときどき専門家を迷わ

せる.

空井戸は粘土混り砂礫カ溌達している地帯にもでき

やすい.武蔵野台地の西方には山の頂からこの地層

で構成されているところかある.またその上に段丘礫

層がのっていてその境から地下水力茎湧出していること

がある.こういうところに宅地が造成されゴルフ湯

カミできて水井戸カ堀られる.降った雨水は段丘礫層

を通じて排出され粘土混り砂礫は透き聞をもっていな

いから地下水をほとんど溜めていない.しかし見掛

け上砂礫層であるから地下水カミ採れるものと思いこん

で水井戸が掘られる.案の上井戸は空に近い.も

のの2～3分も汲み上げると地下水が干上って汲め

る状態に水カミ溜まるには5時間も6時間もかかる.

水井戸を設計した方は井戸掘りの技術が悪いから工

事費は支払わないという.井戸家の方は水が出ない

ことが最初からわかっているような地質の所に掘らすか

らだという.すったもんだのあげく別の井戸家カミし

たり顔で｢私の方にやらせて頂ければもう少しましな

井戸を･…｣ともちかけ前の井戸よりも深く掘ってス

トレｰナｰの長さを増してみる.ところ沸水は一向に

増えもしない｡そこでその道の先生にご診断を仰ぐこ

とになる･そして鑑定書にいわくrもともと透水性の

わるい地質のところであるからこの程度の水量といえ

どもこの地帯てば多い方である…･｣と.

当初から地下水を水源とする計画ですべての設備が購

入される手はずになっておりなカミら肝腎の地下水力渇

うように揺れないとなると一切のことに支障が起こる.

そこで何とかして水を得ようとして遠いところから送

水する計画をたてたり100m以上も高低差のある川沿

いに水井戸を掘って押し上げることを考えたりしなけ

れぱならない.そんなことは最初からわかっているこ

とだ荏とと理屈を言ってもはじまらないのポこの世界

の特色であろう.わが国はありがたいところでどこ

を掘っても地下水カミ湧いてくる.だからご希望通り

の水はでませんよ一一と忠告するような人は歓迎され

たい.むしろその何倍も多量に出るようなことを言

ってくれる人の方がえらい先生にみえる.井戸家も

それらのことは十分承知の上で先々の仕事を頂きたい

ぱかりに忠誠を誓わなければならない.

浅井戸が枯れて空井戸に在ってしまうということは

方々にあるようだ.大河のそばにある井戸が川砂利

の採取によって水位が下がり空になることもある.

隣りの工場カミ深い井戸を掘って大きなポンプで汲み上

げたために自慢話にしていた浅井戸カミ干上ってしまっ

たということもある.その井戸が飲み水紀なってい

れば加害者にかけあって金銭補償液り給水施設をつく

ってもらうなりすることもできる.しかし地下水を

使用して営業している同業者ともなるとお互にうまく

話カ童できない｡そこで負けず紀隣りと同程度あるい

はそれ以上の深さの水井戸を掘ること紀匁る圭結局

涙をのんで泣きねいりするのは資本カに乏しい中小企

業者である｡空井戸ができるようなところぽははじ

めから井戸を掘らないこあそして為互い添競り合って

地下水を奪い合うことは止し淀方がよい茗

(繋賓は浴用地質部)�


